
2
解答用紙がありますので、コピーしてお使いください。

◆第二次検定結果データ◆

受 検 者 数 8,535 人

合 格 者 数 4,527 人

合 格 率 53.0％

■試験内容 施工管理法

■試験形式 問題 1～問題 3：記述式
 問題 4～問題 5：五肢択一式

■試験時間 3 時間

■問題・解答数 5 問全問解答

■合格基準 得点が 60％以上

令和 5 年度
第二次検定

1級電気工事施工管理技術検定

第二次検定問題

あなたが経
けい

験
けん

した電
でん

気
き

工
こう

事
じ

について，次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさ

い。

1－ 1 　経
けい

験
けん

した電
でん

気
き

工
こう

事
じ

について，次
つぎ

の事
じ

項
こう

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

（1）　工
こう

  事
じ

  名
めい

（2）　工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

（3）　電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の概
がい

要
よう

（ア）請
うけ

負
おい

金
きん

額
がく

（概
がい

略
りゃく

の額
がく

）

（イ）概
がい

　　要
よう

（4）　工
こう

　　期
き

（5）　この電
でん

気
き

工
こう

事
じ

でのあなたの立
たち

場
ば

（6）　あなたが担
たん

当
とう

した業
ぎょう

務
む

の内
ない

容
よう

1 － 2 　上
じょう

記
き

の電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

において，墜
つい

落
らく

災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

する危
き

険
けん

性
せい

があると，あなたが予
よ

測
そく

した事
じ

項
こう

とその理
り

由
ゆう

を 2項
こう

目
もく

あげ，

これらの労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

を防
ぼう

止
し

するために，あなたがとった対
たい

策
さく

を項
こう

目
もく

ごとに 2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

 　ただし，対
たい

策
さく

の内
ない

容
よう

は重
ちょう

複
ふく

しないこと。

 　なお，次
つぎ

のいずれか又
また

は両
りょう

方
ほう

の記
き

述
じゅつ

については配
はい

点
てん

しない。

 　　・保
ほ

護
ご

帽
ぼう

の単
たん

なる着
ちゃく

用
よう

のみの記
き

述
じゅつ

 　　・要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

の単
たん

なる着
ちゃく

用
よう

のみの記
き

述
じゅつ

問
もん

題
だい

1.

令和5年度
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令
和
５
年
度
第
二
次
検
定
問
題

1 － 3	　上
じょう

記
き

（1−1）の電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

において，電
でん

気
き

工
こう

事
じ

に従
じゅう

事
じ

する労
ろう

働
どう

者
しゃ

に感
かん

電
でん

災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

する危
き

険
けん

性
せい

があると予
よ

測
そく

した作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

とその理
り

由
ゆう

をあげ，あなたがとった対
たい

策
さく

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

電
でん

気
き

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の語
ご

句
く

の中
なか

から 2つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

と

語
ご

句
く

を記
き

入
にゅう

のうえ，適
てき

正
せい

な品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

するための方
ほう

法
ほう

を，

それぞれについて 2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし，方
ほう

法
ほう

の内
ない

容
よう

は重
ちょう

複
ふく

しないこと。

1．資
し

材
ざい

の管
かん

理
り

2．合
ごう

成
せい

樹
じゅ

脂
し

製
せい

可
か

とう電
でん

線
せん

管
かん

（PF 管
かん

）の施
せ

工
こう

3．重
じゅう

量
りょう

機
き

器
き

の取
とり

付
つ

け

4．電
でん

線
せん

相
そう

互
ご

の接
せつ

続
ぞく

問
もん

題
だい

2.

問
もん

題
だい

3. 電
でん

気
き

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の用
よう

語
ご

の中
なか

から 4つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

と

用
よう

語
ご

を記
き

入
にゅう

のうえ，技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な内
ない

容
よう

を，それぞれについて

2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし，技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な内
ない

容
よう

とは，施
せ

工
こう

上
じょう

の 留
りゅう

意
い

点
てん

，選
せん

定
てい

上
じょう

の 留
りゅう

意
い

点
てん

，動
どう

作
さ

原
げん

理
り

，発
はっ

生
せい

原
げん

理
り

，定
てい

義
ぎ

，目
もく

的
てき

，用
よう

途
と

，

方
ほう

式
しき

，方
ほう

法
ほう

，特
とく

徴
ちょう

，対
たい

策
さく

などをいう。

１．水
すい

車
しゃ

のキャビテーション

２．汽
き

力
りょく

発
はつ

電
でん

の熱
ねつ

効
こう

率
りつ

向
こう

上
じょう

対
たい

策
さく

３．架
か

空
くう

電
でん

線
せん

路
ろ

と比
ひ

較
かく

した地
ち

中
ちゅう

電
でん

線
せん

路
ろ

の特
とく

徴
ちょう

４．電
でん

力
りょく

系
けい

統
とう

の直
ちょく

流
りゅう

送
そう

電
でん

５．電
でん

力
りょく

デマンド制
せい

御
ぎょ

６．サージ防
ぼう

護
ご

デバイス（SPD）

７．遮
しゃ

断
だん

器
き

の保
ほ

護
ご

協
きょう

調
ちょう

８．新
しん

4K8K 衛
えい

星
せい

放
ほう

送
そう

用
よう

構
こう

内
ない

共
きょう

同
どう

受
じゅ

信
しん

設
せつ

備
び

９．電
でん

気
き

鉄
てつ

道
どう

の電
でん

食
しょく

防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

10．電
でん

気
き

鉄
てつ

道
どう

の閉
へい

そく装
そう

置
ち

11．交
こう

通
つう

信
しん

号
ごう

の半
はん

感
かん

応
のう

制
せい

御
ぎょ

12．B種
しゅ

接
せっ

地
ち

工
こう

事
じ



5 6

令
和
５
年
度
第
二
次
検
定
問
題

次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさい。

4－ 1	　図
ず

に示
しめ

す 直
ちょっ

径
けい

が 4	mm，長
なが

さが 8	km の一
いち

様
よう

な断
だん

面
めん

積
せき

を持
も

つ直
ちょく

線
せん

状
じょう

の電
でん

線
せん

の抵
てい

抗
こう

値
ち

〔Ω〕として，最
もっと

も適
てき

当
とう

なものは
どれか。

	 　ただし，電
でん

線
せん

の抵
てい

抗
こう

率
りつ

は 1.57 × 10－8 Ω ･mとする。

　①	0.01 Ω　　②	0.1 Ω　　③	0.4 Ω　　④	2.5 Ω　　⑤	10 Ω

問
もん

題
だい

4. 4 － 2	　図
ず

に示
しめ

す高
こう

低
てい

圧
あつ

架
か

空
くう

配
はい

電
でん

線
せん

路
ろ

の引
ひき

留
とめ

箇
か

所
しょ

において，電
でん

線
せん

の水
すい

平
へい

張
ちょう

力
りょく

を支
し

線
せん

で支
ささ

えるとき，電
でん

柱
ちゅう

の支
し

線
せん

に必
ひつ

要
よう

な引
ひっ

張
ぱり

強
つよ

さ

T〔kN〕の値
あたい

として，最
もっと

も適
てき

当
とう

なものはどれか。
	 　ただし，支

し

線
せん

は 1 条
じょう

とし，安
あん

全
ぜん

率
りつ

を 1.5 とする。

　①	12kN　　②	18kN　　③	20kN　　④	30kN　　⑤	45kN
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令
和
５
年
度
第
二
次
検
定
問
題

「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」又
また

は「電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

」に関
かん

する次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさい。

5－ 1	　建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の元
もと

請
うけ

負
おい

人
にん

の義
ぎ

務
む

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはまる語
ご

句
く

として，「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているもの
はそれぞれどれか。

	 「元
もと

請
うけ

負
おい

人
にん

は，請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の出
で

来
き

形
がた

部
ぶ

分
ぶん

に対
たい

する支
し

払
はら

い又
また

は工
こう

事
じ

完
かん

成
せい

後
ご

における支
し

払
はら

いを受
う

けたときは，当
とう

該
がい

支
し

払
はら

いの対
たい

象
しょう

と

なった建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

した下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

に対
たい

して，当
とう

該
がい

元
もと

請
うけ

負
おい

人
にん

が

支
し

払
はら

いを受
う

けた金
きん

額
がく

の出
で

来
き

形
がた

に対
たい

する割
わり

合
あい

及
およ

び当
とう

該
がい

下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

が

施
せ

工
こう

した出
で

来
き

形
がた

部
ぶ

分
ぶん

に相
そう

応
おう

する下
した

請
うけ

代
だい

金
きん

を，当
とう

該
がい

支
し

払
はら

いを受
う

け

た日
ひ

から	 ア 	以
い

内
ない

で，かつ，できる限
かぎ

り	 イ 	支
し

払
はら

わな
ければならない。」

　ア　①	20 日
にち

	 ② 1 月
つき

	 ③ 40 日
にち

	 ④ 50 日
にち

	 ⑤ 2 月
つき

　イ　①	現
げん

金
きん

で	 ②	手
て

形
がた

で	 ③	短
みじか

い期
き

間
かん

内
ない

に

	 ④	下
した

請
うけ

負
おい

人
にん

に直
ちょく

接
せつ

	 ⑤	明
めい

細
さい

書
しょ

を付
ふ

して

問
もん

題
だい

5. 5 － 2	　建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはま

る語
ご

句
く

として，「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているものはそれ
ぞれどれか。

	 「建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

の当
とう

事
じ

者
しゃ

は，各
おの

々
おの

の	 ア 	な立
たち

場
ば

にお
ける合

ごう

意
い

に基
もとづ

いて公
こう

正
せい

な契
けい

約
やく

を締
てい

結
けつ

し，信
しん

義
ぎ

に従
したが

って誠
せい

実
じつ

に

これを	 イ 	しなければならない。」

　ア　①	公
こう

平
へい

	 ②	独
どく

自
じ

	 ③	適
てき

正
せい

	 ④	対
たい

等
とう

	 ⑤	平
びょう

等
どう

　イ　①	履
り

行
こう

	 ②	敢
かん

行
こう

	 ③	施
せ

工
こう

	 ④	実
じっ

行
こう

	 ⑤	実
じっ

施
し
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令
和
５
年
度
第
二
次
検
定
問
題

5 － 3	　事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

の設
せっ

置
ち

又
また

は変
へん

更
こう

の工
こう

事
じ

で，その工
こう

事
じ

の計
けい

画
かく

を主
しゅ

務
む

大
だい

臣
じん

に届
とど

け出
で

なければならない工
こう

事
じ

の種
しゅ

類
るい

及
およ

び 届
とどけ

出
で

を要
よう

するものに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはまる語
ご

句
く

と

して，「電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているものはそれぞれど
れか。

	 （電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

第
だい

48 条
じょう

第
だい

1 項
こう

）

	 「事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

の設
せっ

置
ち

又
また

は変
へん

更
こう

の工
こう

事
じ

であって，主
しゅ

務
む

省
しょう

令
れい

で定
さだ

めるものをしようとする者
もの

は，その工
こう

事
じ

の計
けい

画
かく

を主
しゅ

務
む

大
だい

臣
じん

に届
とど

け出
で

なければならない。」

	 （電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

施
せ

行
こう

規
き

則
そく

第
だい

65 条
じょう

の抜
ばっ

粋
すい

）

	 「法
ほう

第
だい

48 条
じょう

第
だい

1 項
こう

の主
しゅ

務
む

省
しょう

令
れい

で定
さだ

めるものは，次
つぎ

のとおり

とする。

	 　　一
いち

　	　事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

の設
せっ

置
ち

又
また

は変
へん

更
こう

の工
こう

事
じ

であって，

別
べっ

表
ぴょう

第
だい

2 の 上
じょう

欄
らん

に掲
かか

げる工
こう

事
じ

の種
しゅ

類
るい

に応
おう

じてそれ

ぞれ同
どう

表
ひょう

の下
げ

欄
らん

に掲
かか

げるもの。（事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

が滅
めっ

失
しつ

し，若
も

しくは損
そん

壊
かい

した場
ば

合
あい

又
また

は災
さい

害
がい

その他
た

非
ひ

常
じょう

の場
ば

合
あい

において，やむを得
え

ない一
いち

時
じ

的
てき

な工
こう

事
じ

とし

てするものを除
のぞ

く。）」

	 別
べっ

表
ぴょう

第
だい

2

〈上
じょう

欄
らん

〉
工
こう

事
じ

の種
しゅ

類
るい

ア 	（鉱
こう

山
ざん

保
ほ

安
あん

法
ほう

が適
てき

用
よう

されるも
のを除

のぞ

く。）

　　　　1　設
せっ

置
ち

の工
こう

事
じ

〈下
げ

欄
らん

〉
事
じ

前
ぜん

届
とどけ

出
で

を要
よう

するもの
受
じゅ

電
でん

電
でん

圧
あつ

	 イ 	以
い

上
じょう

の	 ア 	の
設
せっ

置
ち

　ア	 ①	需
じゅ

要
よう

設
せつ

備
び

	 ②	自
じ

家
か

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

	 ③	受
じゅ

電
でん

設
せつ

備
び

	 ④	変
へん

電
でん

所
しょ

	 ⑤	事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

　イ	 ①	600	V	 ②	7	000	V	 ③	10	000	V

	 ④	50	000	V	 ⑤	170	000	V
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※ 141％に拡大コピーしてお使いください。

令和5年度　第二次検定 解答用紙

問題1
1－ 1　経験した電気工事

1－ 2　墜落災害の防止対策

（1）工事名

（2）工事場所

（3）
電気工事
の概要

（ア）請負金額
　　 （概略の額）

（イ）概要

（4）工期

（5）あなたの立場

（6）
担当した業務
の内容

1－ 3　感電災害の防止対策

予測した作業内容と理由

対策

問題2

問題3

問題4

問題5

番号・用語 技術的な内容

①

②

①

②

①

②

①

②

4－ 1 ① ② ③ ④ ⑤
4－ 2 ① ② ③ ④ ⑤

5－ 1
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

5－ 2
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

5－ 3
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

番号・作業 適正な品質を確保するための方法

①

②

①

②

事項と理由 対策

①

②

①

②
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